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緒 方

β2-microglobulin(以 下 β2-MGと 略す)は1968年

Berggard等 に よ り尿 か ら単 離 され た分子 量11, 800,

 100個 の ア ミノ酸残基 を もつ1本 の ポ リプチ ド鎖 で構

成 されている1)2).

β2-MGは 糸球体 を容 易に通 過 し尿細管 でほ とん

ど再吸収 される3).尿 細 管疾 患 ではその再吸収が減

少 し尿 中に β2-MGが 多量 出現す るので 糸球体性 蛋

白尿 と尿細管性 蛋 白尿の識別 に応用 され る4).こ の

ため 腎尿細管型 障害で あるFanconi症 候 群,慢 性

カ ドミウム中毒, wilson病,骨 髄 腫 腎,移 植 腎患者

の尿 中に β2-MGが 増加す るこ とがすでに報告 され

ている5) 6).

又尿 中 β2-MGの 測定値 につ いては外国 人の例 と

してEvrinら7) 8)の 成 績 及び 日本 人のそれの木村5),

年令別分布 を調べ た斉藤9),日 衛島10),高 杉11),園

部12),喜 多村13)ら の報告 があ る.

そ して50才 以上 の高年令者 の尿 中測定値 につ いて

は野見 山ら14)の 報告が あ る.

又Cejkaら15)は 妊婦 の血清中の β2-MGは 妊娠

の進行 とともに わずかに上昇傾 向 を示 し分娩後漸減

す ることを報告 してい る.

しか しなが ら尿 中 β2-MG量 につ いて妊 婦 と正常

婦人 を比較 した報告 はない よ うである.

筆者は妊 娠6ヶ 月以 上の妊婦の尿 中 β2-MG量,

クレアチニ ン量及 びカ ドミウム量 を測定 して測定値

の解析 を行 った.

その成績 を報告す る.

実 験 方 法

妊 娠 後 期(妊 娠6ヶ 月以 上)の 妊 婦 及 び正 常 婦 入

の 各13例 に つ い て 尿 試 料 を 採 取 した.尿 試 料 は 食 後

2時 間 以 上 を 経 過 して 激 しい 運動 負 荷 の な い状 態 で

採 尿 した.採 取 尿 は た だ に に 尿 蛋 白(最 低 蛋 白 定 量

感 度30mg/100ml),糖,ウ ロ ビ リ ノー ゲ ン を ウ リス ・

コ ン ビ ス テ ッ ク ス(エ ー ム ス 製)で 測 定 し てす べ て

の 項 目が 陰性 の もの を試 料 と した.

ま た尿 比重 はD・Z型II蛋 白計(共 栄 製 作 所K. K)

を用 い て 測定 した. pH 5.5以 下 の もの につ い て は

0.5M NaOHを 用 い てpH5.5～7.5に 調 整 した 後 た

だ ちに-20℃ に 凍 結 保 存 し た.

ク レア チ ニ ン の 測 定 はJaffe法 に よ るWako-CO・

製 ク レア チ ニ ン ・テ ス トを用 い て 測 定 した.

β2-MGはRadioimmunoassay法(Phadebas β2-

micro Test,塩 野義 製)に よ り測 定 した .

カ ド ミウ ム は 原子 吸 光 光 度 計(パ ー キ ンエ ル マ ー

HGA-2100型,フ レー ム レ ス ・ア トマ イ ザ ー)を 用

い て 測 定 した.

結 果

妊 婦(妊 娠6ヶ 月以 上)と 正 常 婦 人 の 各 人 の 尿 中

β2-ミク ロプ ロ プ リン 実 測 値 及 び β2-MG尿 比 重 補 正

値(補 正 比 重 値1.024), (β2-MG/CT)比,カ ドミウム

及 び カ ドミウ ム 尿 比 重 補 正 値,お よ び 各 々 の 対 数 変

換 値 の 平 均 値,不 偏 分 散,標 準 偏 差 を表-1,表-2

に示 す.

ま た妊 婦 と正 常 婦 人 の 尿 中 β2-MG実 測値 及 びその
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表1.妊 娠 後 半 期 の 妊 婦 の 尿 中 β2-MG,ク レ ア チ ニ ン,カ ド ミウム の 測定 値(μg/1)

β2-MG: β2-microglobulin測 定 値 β2-MG/SG: β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値1.024)(比 重 補 正 値1.024)

log (β2-MG): β2-microglobulin測 定 値 の 対 数 変 換 値log (β2-MG/SG): β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値

log (Cd): Cd測 定 値 の 対 数 変 換 値Cd/SG:カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (Cd/SG):カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値(β2-MG/CT):(β2-microglobulin/creatinine)比 ×104

log (β2-MG/CT); {(β2-microglobulin/creatinine)比 ×104}の 対 数 変 換 値

表2.正 常 婦 人の 尿 中 β2-MG,ク レア チ ニ ン,カ ドミウ ム の 測 定 値(μg/1)

β2-MG: β2-microglobulin測 定 値 β2-MG/SG: β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (β2-MG): β2-microglobulin測 定 値 の 対 数 変 換 値, log (β2-MG/SG): β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値

log (Cd): Cd測 定 値 の対 数 変 換 値, Cd/SG:カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (Cd/SG):カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値, (β2-MG/CT): (β2-microglobulin/creatinine)比 ×104

log (β2-MG/CT): {(β2-microglobulin/creatinine)比 ×104}の 対 数 変 換 値
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尿比重 補正値(補 正 比重値1.024), (β2-MG/ク レア

チニ ン)比,カ ドミウム 及びその尿比重補正 値及び

各々の対数変換値 につ いて母分散 の検定 を行 うた.

その結果 を表-3に 示す.

一方カ ドミウムおよび尿比重補正値及び各々の対数変

換値 では妊婦 と正常婦人の母分散に有意の差は認め ら

れなか ったので平均値 の差 の検定 はt検 定 法に よ り

β2-MG実 測値 および 尿 比重 補正 値, (β2-MG/ク レ

表3.妊 娠後期 の妊婦 と正常婦 人の尿 中成分の母分散の検 定(μg/1)

β2-MG: β2-microglobulin測 定 値

log (β2-MG): β2-microglobulin測 定 値 の 対 数 変 換 値

β2-MG/SG: β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (β2-MG/SG): β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値

(β2-MG/CT): (β2-microglobulin/creatinine)比 ×104

log (β2-MG/CT): {(β2-microglobulin/creatinine)比 ×104}の 対 数 変 換 値

log (Cd): Cd測 定 値 の 変 換 値

Cd/SG:カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (Cd/SD):カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値

Ul:妊 娠 後 期 妊 婦 の 不 偏 標 準 偏 差

U2:正 常 婦 人 の 不 偏 標 準 偏 差

W: Welch-test t: t-test

表4.妊 娠後半期 の妊婦 と正常婦 人の尿 中 β2-MG,ク レアチニ ン,カ ドミウムの平均 値差 の検定

β2-MG: β2-microglobulin測 定 値

log (β2-MG): β2-microglobulin測 定 値 の 対 数 変 換 値

β2-MG/SG: β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (β2-MG/SG): β2-microglobulin尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値

(β2-MG/CT): (β2-microglobulin/creatinine)比 ×104

log (β2-MG/CT): {(β2-microglobulin/creatinine)比 ×104}の 対 数 変 換 値

log (Cd): Cd測 定 値 の 対 数 変 換 値

Cd/SG:カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値(比 重 補 正 値1.024)

log (Cd/SG):カ ド ミウ ム 尿 比 重 補 正 値 対 数 変 換 値

アチニ ン)比,各 々の対数変換値 で妊 婦 と正 常 人の

母分散 に統 計学 的有意差が認め られたので妊 婦 と正

常 人の平均 値 の差 の検定 をWelchの 検定法 によ り

行 った.

妊婦 と正 常婦 人の尿 中 β2-MG,実 測値 及び その尿

比重補正 値, (β2-MG/CT)比,カ ドミウム及び その尿

比重補正値 と各々の対数変換値 の平均値 の差の検 定

を行 いその結果 を表4に 示す.
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妊婦 と正 常婦 人の β2-MG実 測値お よび尿比重補正

値, (β2-MG/CT)比 お よび それ ぞれの対数変換値 で

は統計学 的に有意 の差 が認め られた(P<0.01).正

常婦 人 と妊 婦の カ ドミウムお よびその比重補正値,

それ ぞれの対数変 換値 では平均値 の差は認め られな

か った.

考 案

先天性 尿細管障害や カ ドミウム 中毒 に よる尿 中β2-

MGの 排 泄量が著 しく増加 す るこ とはすでに明 らか

で ある.

今 回筆 者が検体 を採取 した妊婦 及び正 常婦 人の尿

中カ ドミウム量 はそれぞれ0.35～2.18μg/l, 0.21～

1.98μg/lで あ り土屋 ら16)の東京都の住民(5才 ～35

才)の 測定結果0.5～2.0μg/lと 比較 して両検体 とも

に正常値 の範囲 内であ った.

また妊 娠 月数 と血 中 β2-MGの 関係は妊娠 月数 と

ともに増加 す る15)といわれてお り,妊 娠 に ともなう

腎機能の変化 と関係があ る と考 え られ る.

今 回の成績で は妊婦 の尿中にβ2-MGの 増加 が認め

られた. β2-MGは 近 位尿 細 管の変化 に極 めて鋭敏

に反応す る と言われて いる妊娠 後半期の 腎機能 変化

に関 しては本研究 では正確 な機能 診断(% TRPな

ど)が 行われ ていないの で今 後臨床的 な診断のつ い

た ものにつ いて β2-MG測 定値 につい て検討 を加 え

る必要 があ る と考 え る.

結 論

妊 娠後半 期の妊婦,正 常婦 人 ともに尿 蛋白(最低 蛋

白定量 感度30mg/100ml),糖,ウ ロビ リノー ゲン を

ウ リス ・コンビステ ックスの測定 です べての項 目で

陰性 を示す検体につ いてのみ検討 を行 った.

尿 中 β2-MGの 測定 を行 い以下の成績 を得た.

1)妊 娠後半期妊婦の尿 中 β2-MGの 実 測値お よ

び尿比重補正値 は正常婦 人に比 して統計 的に有意に

高 い値 を示 した.

2)妊 娠 後半期妊婦の尿 中 β2-MGの 実測値 お よ

び尿比重補正値 の対数変換値 は正 常婦 人に比 較 して

統計的 に有意 に高い値 を示 した.
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Studies on ƒÀ-microglobulin in human beings

Report 3. Comparison of ƒÀ2-microglobulin levels in the urine 

of healthy and pregnant women

Eiji YUNOKI

Department of Public Health, Okayama University Medical School

(Director: Prof. M. Ogata)

Urinary levels of ƒÀ2-microglobulin in healthy non-pregnant and pregnant women were 

determined. None of the women showed urinary protein, urinary glucose or urobilinogen.

The results were:

1. The actual amount of urinary ƒÀ2-microglobulin, the amount corrected for specific gravity 

(1.024), and ƒÀ2-microglobulin/creatinine ratios were significantly higher in pregnant women 

than in non pregnant women.

2. The logarithms of corrected urinary ƒÀ2-microglobulin levels were significantly higher 

in pregnant women than in non-pregnant women.


